
大
阪
の
芸
術
家
・
伊
吹
さ
ん
家
族

制
作
が
終
盤
迎
え
る

ま
な
み
－
る
1
2
日
か
ら
作
品
展
示

長
男
の
苦
く
ん
（
9
）
が

市
内
に
滞
在
し
な
が
ら
7

月
2
5
日
～
8
月
日
日
ま
で

作
品
制
作
す
る
「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

デ
ン
ス
I
N
岩
見
沢
」
（
実

行
委
主
催
）
が
終
盤
を
迎

え
た
。
3
人
は
ま
な
み
ー

る
で
仕
上
は
作
業
に
入
っ

ている。
拓
さ
ん
は
対
角
線
の
長

さ
が
3
6
0
雪
⊥
8
0

琴
の
ひ
し
形
パ
ネ
ル
9
枚

と
、
縦
⊥
7
0
琴
、
横
0
0

琴
の
ア
ク
リ
ル
板
1
7
枚
の

表
面
に
、
ゴ
ム
べ
ら
や
刷

毛
で
油
彩
絵
の
具
を
塗
っ

て
色
合
い
や
質
感
の
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
抽
象
画
を
制

作
。
尚
子
さ
ん
は
岩
見
沢

で
見
た
花
や
鳥
凄
ど
の
絵

を
あ
し
ら
っ
た
陶
器
約
4
0

点
を
作
り
、
書
く
ん
も
絵

を
描
い
て
い
る
。

8
月
6
日
ま
で
は
栗
沢

町
上
幌
の
上
院
集
会
所
、

7
日
か
ら
は
ま
な
み
ー
る

展
示
室
を
ア
ト
リ
エ
と
し

て
利
用
。
連
日
、
授
業
の

一
環
で
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ

る
道
教
育
大
岩
見
沢
校
の

学
生
ら
と
交
流
し
な
か
ら

作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

拓
さ
ん
は
「
マ
ラ
ソ
ン
で

言
え
ば
残
り
5
㌔
。
こ
の

絵
と
一
緒
に
い
い
形
で
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
た

い
」
と
意
気
込
む
。

作
品
は
、
ま
な
み
1
る

を
美
術
館
に
見
立
て
、
広

さ
8
4
0
平
方
㍍
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
に
1
2
日

か
ら
月
末
ま
で
展
示
す

る
。
ひ
し
形
パ
ネ
ル
は
壁

面
に
、
ア
ク
リ
ル
板
は
2

階
の
窓
に
そ
れ
ぞ
れ
設

置
。
尚
子
さ
ん
の
陶
器
や

普
く
ん
の
絵
は
、
市
民
の

作
っ
た
陶
器
や
岩
教
大
生

の
描
い
た
絵
と
と
も
に
壁

面
の
前
に
並
べ
る
三
－
」
＝

観
覧
無
料
。

【
末
永
画
聖

企
業
が
2
0
ブ
ー
ス
を
出
展

小
学
生
が
職
業
体
験

【
岩
見
沢
】
夏
休
み
中

の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
キ

ッ
ズ
ジ
ョ
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
2
0
ェ
9
」
が
、
こ
の

ほ
ど
、
イ
オ
ン
岩
見
沢
店

で
開
か
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
体
験
を
通
し
て
地
元

の
職
業
の
魅
力
に
触
れ
た

＝
写
真
＝
。

地
元
に
あ
る
仕
事
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
－

と
岩
見
沢
商
工
会
議
所
青

年
部
（
芳
賀
竺
会
長
）

が
主
催
し
初
め
て
実
施
。

一
つ
L
J
、
ノ
ヽ
「
一
筆
、
貢
ノ
ー
－
い
0
、
ノ

が
参
加
し
た
。

子
と
も
た
ち
は
、
整
体

師
や
パ
テ
ィ
シ
工
な
ど
興

味
の
あ
る
仕
事
を
ェ
人
最

大
4
ブ
ー
ス
で
体
験
。
大

工
の
ブ
ー
ス
で
は
、
木
材

で
い
す
作
り
に
取
り
組
ん

だ。
新
聞
記
者
を
体
験
し
た

南
小
⊥
年
の
植
田
己
憂
さ

ノ
ト
ト
　
「
7
．
、
㌦
l
h
ヽ
＝
に
ご
　
ノ
ヽ
　
ヘ
ノ


